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AISとは:Article information sheetの略

※)項目はJAMP/AIS
委員会で決めたAIS仕
様に従って作成。

※)報告用AISのXML
ファイルはJEITA/ECセ
ンターで定めた仕様
（JAMP採用）に従って
作成。

システム構成 変更、追加

１－１．ＡＩＳ作成支援ツールの概要（１）
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１－１．ＡＩＳ作成支援ツールの概要（２）

主な機能 赤字アンターラインは今回変更追加
１） 物質、調剤から成形品xmlファイル作成、その基データとなる素材xmlファイル作成
２） 成形品xmlファイル、素材xmlファイルを組合わせる処理及び再組合わせ
３） 伝達すべき情報のみ抜出し処理
４） 階層表現の方式（電気・電子関係と自動車関係）
５） 自動車関係方式から電気・電子関係方式への変換
６） シリーズ品一括作成 ７）材質変換 ８）消失率の計算
９） 生産ＢＯＭの取り込みと未調査部品の管理

１０） 依頼者側の依頼情報報告用xmlファイル作成
１１） 提供者側の依頼者情報の依頼者品番チェックおよび提供品番検索セット
１２） 提供者側の依頼者情報付き報告用xmlファイル作成と残管理
１３） 購入品の単位と使用量の単位変換
１４） ロック（提供情報と依頼情報）
１５） 集計（成形品あたりの特定化学物質濃度情報（法令のみ、全て） 、成形品中の材質情報）
１６） xmlデータ読込（読込,初期値,依頼者情報,報告用変更読込,依頼情報読込）、保管
１７） xmlデータは記入用と報告用（依頼者情報付き）を分けて管理
１８） 報告用xmlデータの変更（部分と全面）
１９） 企業間特別項目データ交換
２０） JAMA変換

※ その他機能については１－２．ＡＩＳ作成支援ツールの機能一覧を参照
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１－２．ＡＩＳ作成支援ツールの機能一覧（１）
網がけ赤太字アンター
ラインは変更部です

網がけ赤太字ア
ンターラインは
変更部です
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１－２．ＡＩＳ作成支援ツールの機能一覧（２）
網がけ赤太字ア
ンターラインは
変更部です
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１－２．ＡＩＳ作成支援ツールの機能一覧（３）
網がけ赤太字ア
ンターラインは
変更部です
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１－２．ＡＩＳ作成支援ツールの機能一覧（４）
網がけ赤太字ア
ンターラインは
変更部です
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１－３．詳細説明

１） 企業間特別項目の記述

２） ＡＩＳシートとＪＡＭＡシート変換

３） 提供を受けたｘｍｌファイルの修正
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１－３．詳細説明
１） 企業間特別項目の記述 －１

a） 項目番号と値番号を依頼者と提供者の二者間で決めたコードを使用する。
b) 物質備考に記述する。本ツールではオプション項目を追加し物質備考に連結している。

１） 一定のルールとは

２） 項目番号と値番号のリスト化
提供者側は複数の依頼者と項目番号、値番号を取り決めすることになるためリスト化し

リストから選択する。

AISの標準項目に無い項目は二社間で取り決め、一定のルールに従って記述する。
このことによって本ツールを使用して収集する限り共通に取り扱うことが出来る。

A_#1_A , B_#a_x

A社又はB社の報告用

原部品記入用A社報告用

原部品作成者用のリスト

A社要求1:値1 B社要求3:値31

B社報告用
企業コード短縮 項目番号 値番号
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１－３．詳細説明

E社の報告用

B社記入用複合化

複合作成者用のリスト

#a_x

#1_A

※依頼値がブランクの時は
提供値と同じ

要求3:値31 要求3:値31

要求1:値1

E社報告用

C社報告用
#1_A

#1_x

C社の報告用
要求1:値1

原部品作成社
から入手 A社から入手

提供企業から入手したxmlファイルを複合し依頼者へ提供する場合は、項目番号と
値番号を引継がなければならない。（項目、値共番号が変わる場合がある）

１） 企業間特別項目の記述 －２



All Rights Reserved, Copyright © 2009 JEITA12

１－３．詳細説明

企業間特別項目と値の名称を参照できなければならない。

最終依頼者用のリスト

E社報告用

最終依頼者は入手したxmlファイルの
項目番号と値番号の確認に使用する。

要求3:値31

１） 企業間特別項目の記述 －３
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１－３．詳細説明

目的
製品に含まれる化学物質の調査方法としてAIS、JAMA、JGPSSIシートが存在し、そ

れぞれの管理団体が推奨している。しかしながら同じ様な情報を言葉（ツールの面）、
データ形式等を替えて調査しているのが現状である。各シート間を相互交換出来れば
川上企業は何れかのシートで作成して川下へ伝達することが可能となる。

JGPSSIシートはグリーン調達調査共通化協議会が製品に含まれる化学物質の調査を行うためのシートです。

JAMAとAISとJGPSSIの違い
JAMA AIS

物質の数
材質分類の数

物質の開示

言語

部品の階層

除外報告

JGPSSI

100%(但し10%以内で
その他可)

材質と物質で選択 JIGの備考に記述

法規制物質のみ必須
その他は任意

物質群で選択

英数のみ 英数全角可

全階層 二階層(中抜き)1)

英数全角可

一階層のみ

物質群

川上-川下伝達 なし 複合あり なし

29物質群

なし
17,562 種CASno 5,234 種CASno共通1,014

50 種(1.1、2.1.1等) 100 種(R111、S001等)

1)JEITA/AIS作成支援ツートでは（積重ね）で全階層を記述可能としている。

AISシートはアーティクルマネージメント推進協議会が製品に含まれる化学物質の調査を行うためのシートです。
JAMAシートは自動車部品工業会が製品に含まれる化学物質の調査を行うためのシートです。

２） AIS作成支援シートからJAMAシート変換 －１
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１－３．詳細説明

変換項目

物質名はCASnoからJAMAシートのチェックで変換する。

前提条件

製品質量と材質質量の合計は5％以内の差でなければならない。単純化はしてはならない。

1) すべての文字は半角英数値で記述しなければならない。
材料あたりの化合物含有率の合計は、その他を含め100%でなければならない。ただし10％
以内でその他物質を記述可。AIS(CASno=ブランク 物質名=others 任意報告物質=1)、

JAMA(CASno=system  物質名= Misc., not to declare  ノードID=9999 )

階層レベルと部品レベルは製品直下を1として、その下層は順次+1でなければならない。

材質名はJAMAの材質名をAIS側で選択する。またはJAMAシートで選択する。

除外コードはJIG（備考）の使用用途分類コードから変換テーブルで変換する。

階層名、部品名、材質名の三列横並びを一列縦並びに変換する。
１シート複数品目番号の依頼ありの時は、AISは一品一葉であるため合成変換をする。

シリーズ品情報（依頼者型番n）を納入部品番号に、発行者型番を納入部品名称に、成型品
質量を納入部品質量に、会社情報の会社名は仕入れ先名に変換する。回答期限、回答日
は変換日をセットする。メーカコード、仕入れ先コードはブランクをセットする。納入部品番号
、回答期限、メーカコード、仕入れ先コードは依頼情報があればその情報を使用する。

1)

2)
3)

4)

5)
6)

2)

3)
4)

使用用途分類はコードで記述しなければならない。5)

２） AIS作成支援シートからJAMAシート変換 －２
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１－３．詳細説明

AIS→JAMA変換手順

依頼者から受取った依頼シート（csvファイル）を読込む。

依頼者型番から提供者型番を調査する。#Pファイルが必要。

提供者型番でxml ファイルを検索し複合する。（複数選択可、中抜きは積上げに変換して置くこと）

複合した画面上のデータをJAMAへ変換し依頼シート（csvファイル）へ出力する 。

５） JAMAシートに取込みチェックする。再度依頼シート（csvファイル）へ出力する 。
６） 依頼シート（csvファイル）を依頼者へ送付する 。

依頼データありの手順 2)
1)

3)
4)

１） 依頼データ取込み

２） #P_チェック

３） 依頼品目検索（JAMAへ変換）

４） JAMAへ変換

２） AIS作成支援シートからJAMAシート変換 －３

依頼者型番に記述なしがある場合は一旦停止する。修正後 4)JAMAへ変化を実行する。
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１－３．詳細説明

AIS→JAMA変換手順

１） 提供品目選択（JAMAへ変換）
・提供品目を選択しその品目を複合する。（複数選択可、中抜きは積上げ記入用に変換して置く事）

・複合元ファイルのシリーズ品情報の依頼者型番に記述なしがある場合は一旦停止する。

２） JAMAへ変換

３） JAMAシートに取込みチェックする。再度依頼シート（csvファイル）へ出力する 。
４） 依頼シート（csvファイル）を依頼者へ送付する 。

依頼データなしの手順

1)
2)

依頼者型番に依頼者の品目番号を記述して、2)JAMAへ変換を実行する。

・複合元ファイルのシリーズ品情報の依頼者型番にすべて記述ありはJAMAへ変換を実行する。

複合化した画面上のデータをJAMAへ変換して依頼シート（csvファイル）へ出力する 。

よって、2)JAMAへ変換の実行は不要。

２） AIS作成支援シートからJAMAシート変換 －４
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１－３．詳細説明

積上げ結果変換前

２） AIS作成支援シートからJAMAシート変換 －５
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１－３．詳細説明

JAMAシートチェックの結果

２） AIS作成支援シートからJAMAシート変換 －６
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１－３．詳細説明

JAMA→AIS変換手順

１） 提供者から提供シート（csvファイル）を受ける。

変換条件設定
下記の設定条件によってxmlファイルを作成する。

記入用 報告用 積上げ 中抜き
記入用を積上げで作成する
報告用を積上げで作成する
記入用と報告用を積上げで作成する
記入用を中抜きで作成する
報告用を中抜きで作成する
記入用と報告用を中抜きで作成する

２） JAMAより変換
提供シート（csvファイル） と出力フォルダを選択するとxmlファイルへ出力する。

２） JAMAシートからAIS作成支援シートへ変換

2)

○ ○
○ ○

○○○
○ ○

○
○○○

○
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１－３．詳細説明

２） 個別項目変更

３） 全面変更

基本的には提供されたxmlファイルは変更出来ない。変更は提供元へ返却して再度提
供するとしているが、時間的制約等で依頼側で修正することが必要となる。変更した場

合は原本と区別するためファイル名に「Change」を付加して区別している。
但し、以下に示す項目のみとする。行の追加削除は出来ない。

材質質量、含有率、物質名、提供者会社ID、依頼者会社ID、階層名、部品名、材質名

変更の目的とファイル名の付け方は個別項目変更と同じである。変更したい報告用
xmlファイルは記入用に置き換える。したがって依頼者が作成したものとなる、行の追
加削除を含め全面的に変更可能となる。

３） 提供を受けたxmlファイルの修正 －１

提供を受けたxmlファイルは間違い修正または追記が必要な場合がある。

１） 依頼者責任で変更する項目
・依頼者型番：調査依頼する場合は依頼者型番を指定するが基本であるが、指定

しない場合は「???」で提供される。したがって依頼側で修正が必要
となる。

・JIG備考 ：JIG備考には使用用途分類コードを記述することになっているが、依頼者
の使用条件によって決まることがあるため、依頼者側で記述できなけれ
ばならない。
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１－３．詳細説明
３） 提供を受けたxmlファイルの修正 －２

１） 依頼者責任で変更する項目

２） 個別項目変更

３） 全面変更

入手した報告用xmlファイルを「報告用変更読込」ボタンで読込むと
記入用に置き換わる。通常の記入用入力,変更として^追加/変更/
削除を行うことが可能になる。 記述方法は「４．AIS作成支援ツー
ルの原部品作成」を参照

依頼者型番
JIG備考

入手した報告用xmlファイルを「読込」ボタンで読込み、報告用変更を「変更」にする
ことで特定項目が変更可能になる。特定項目は全頁参照

依頼者型番は入手した報告用xmlファイルを「読込」ボタンで読込み、
変更可能。ブランクには追記出来ない。発行者型番nがブランクの時
はブランクには出来るが記述は出来ない。

JIG備考は複合化した結果に対して変更可。法令区分がブランクは記述出来ない。
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールのバージョンアップ

ＪＥＩＴＡ ＥＣセンターのＨＰより

ダウンロード可能

（V.6.4 １２月末公開予定）

http://ec.jeita.or.jp/jp
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ
ダウンロードファイルは以下10点です。

１） jAISTS-Tool_Vr7_1_090106_ja

２） jAIS#L-List-2_01_Vr3_2_090106_ja

３） jAIS#B-Table_Vr2_2_090106_ja

４） jAIS#P-List_Vr1_2_090516_ja

５） jAIS#O-List_option_Vr1_1_091006_ja

６） jAIS#D-Disp_option_Vr1_1_091006_ja

７） jAISAO-Tool_OptionMentnas_Vr1_1_091006_ja

８） jAISAD-programDispOption_Vr1_1_091006_ja

９） jAIS#J-TableJAMAsheetChange_Vr1_1_090415_ja

１０） jAISJA-programJAMAsheetChange_Vr1_1_090815_ja

※)上記ファイルはZIPファイルに格納されているため解凍してください。

変更

変更

変更

変更

新規

新規

新規

新規

新規

新規
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ （１）手順

・ツール （ jAISTS-Tool_Vr6_4_090106_ja ）
ツールは（AISTS-Tool_Vr6_3m_090106_ja）以前を新ツールに差替えてください。ツールにデータセット
したまま保管している場合は、一旦xmlファイルに出力して新ツールへ読み込んでください。xmlデータ
の互換性は問題なく移行できます。

・#Pファイル （ jAIS#P-List_Vr1_2_090516_ja ）
旧#Pファイル（AIS#P-List_Vr1_1b_090516_ja）以前にデータセットしている場合は新テーブルへ切り替え
る必要があります。旧ファイルの5行目以降を行「コピー」して新ファイルの5行目に「挿入」の「コピーした
セル」で移行してください。

・物質リスト （ jAIS#L-List-2_01_Vr3_2_090106_ja ）
物質リストはファイル名のみ変更しました。そのまま差替えて使用してください。

以下は既存のセットを入替えてください。

・テーブル （ jAIS#B-Table_Vr2_2_090106_ja ）
旧テーブル（AISTB-Table_Vr2_1_090106_ja）二データセットしている場合は新テーブルへ切り替える
必要があります。シート全体を「コピー」して新テーブルへ「貼り付け」で移行してください。
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ （２）手順

・オプションテーブル変更処理 （ jAISAO-Tool_OptionMentnas_Vr1_1_091006_ja ）
このファイルは新規ファイルです。企業間特別項目を交換する時に使用します。
オプションテーブルの保守をします。変更不可です。

このファイルは新規ファイルです。AIS作成支援ツールから指示を受けて起動します。
AISからJAMAへ、JAMAからAISへデータ変換します。変更不可です。

・JAMA変換プログラム （ jAISJA-programJAMAsheetChange_Vr1_1_090815_ja ）

・JAMA変換テーブル （ jAIS#J-TableJAMAsheetChange_Vr1_1_090415_ja ）
このファイルは新規ファイルです。JAMA変換する時に使用します。変更不可です。

・オプション表示処理 （ jAISAD-programDispOption_Vr1_1_091006_ja ）
このファイルは新規ファイルです。企業間特別項目を交換する時に使用します。
オプション情報の表示を処理します。変更不可です。

・オプションテーブル （ jAIS#O-List_option_Vr1_1_091006_ja ）
このファイルは新規ファイルです。企業間特別項目を交換する時に使用します。
オプションテープルです。保守ファイルを使用して作成してください。

・オプションテーブル表示 （ jAIS#D-Disp_option_Vr1_1_091006_ja ）
このファイルは新規ファイルです。企業間特別項目を交換する時に使用します。
オプション情報を表示する画面です。変更不可です。

以下は既存のセットに追加してください。

※)以上で使用可能状態になります。
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ （１）変更の要点

１）半角カタカナチェック追加（実証実験要求事項）

２） 空タグの処理 （実証実験要求事項）

３） 法令欄の任意物質情報がxmlファイルへ出力されない （実証実験要求事項）

管理用、報告用とも出力されない。すでに報告済みのものは再提出が必要である。不具合の解消

４） 大量データの読込制限の廃止
配列をバッフアにした読込方式から直接セル読込方式に変更した。配列はセルへの書込みに時間が遅いため使用
したが、画面遷移をロックしたため、セルへの書込みが早くなったため不要となった。不具合の解消

５） 報告用のチェックの強化
JEITA/AIS作成支援ツールで作成した報告用AISは殆ど画面上でチェックされているため、必須項目と組成成分構成
不良等のみチェックしているが、川上から受けたAISはすべての項目をチェックするとした。

６） 材質変換と消失率計算のxmlファイル
材質変換と消失率計算のxmlファイルの成型品の質量は変化した分調整するとなっているが、処理後の画面は対応
しているがxmlファイルは対応していないため対応した。不具合解消

・単位付き数値の空タグは単位のサフィックスがkg=”k” g=”” mg=”m” であるためgと変換されてしまう。
空タグの場合は変換しない（ブランク）とした。不具合の解消

・空タグを読取ると、次に現れるプロパティのコンテンツがセットされ、次に現れるプロパティはブランクとなる。
不具合の解消

・空タグで複数行読込んだシリーズ品情報の二行目以降ブランクのチェック。

下記項目にチェックを追加した。入力時は入力禁止とし、チェック処理時エラー一覧表示とした。
・提供会社名 ・発行部門名 ・発行部門住所 ・作成部門名 ・追加情報 ・製造者会社名 ・発行者備考 ・複数品名
・シリーズ品名 ・引用文献 ・制約事項 ・注意事項など ・階層名 ・部品名 ・依頼会社名 ・依頼部門名
・依頼部門担当者氏名 ・依頼部門住所 ・依頼者備考1 2 3。 不具合の解消
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ （２）変更の要点

７）画面チェックの強化
・組成成分領域を変更した時の桁数チェック追加する。

・含有率は％で小数点以下６桁以上はエラーとする。

・法令コメントは法令コード設定以外記述不可とする。

・複合化された法令コードとコメントは変更不可であるが、JIG備考の法令コード設定ありは可とする。

これは製品使用条件によって適用除外が決まる場合があるため。

・物質備考は物質クラスに属しているため、物質名に記述がある時のみ記述可とする。

８）材質変換と消失率計算のxmlファイル
材質変換と消失率計算のxmlファイルの成型品の質量は変化した分調整するとなっているが、処理後の画面は対応
しているがxmlファイルは対応していないため対応した。不具合解消

９）エラーチェックのエラーありのxmlファイル作成の有無
エラーありは出力不可から警告は出すがxmlファイルは作成する。報告用は受取側で変更可能とした。

１０）処理スピートの改善

マクロ実行で画面遷移の表示をしない。処理スピードの改善

１１）使用用途分類のリスト選択

JIG備考を利用して使用用途分類コードをリストよりセットする。

１２）不要ファイルの削除（実証実験要求事項）
・単純化および原部品から複合または複合から原部品に変更になった時ファイル名が変更になるが、

旧ファイルは削除する。

・報告用データを読込むとAIS_Tempファイルが自動生成される。処理後削除する。
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ （３）変更の要点

１３）BtoB個別項目交換
川下-川上間のみでデータ交換する項目の追加した。項目番号と内容をBtoB間で設定しテーブルに登録する。記入
用ではテーブルから選択してオプション欄にセットする。報告用作成は川下企業を指定しその企業の情報のみ伝達
する。川上から入手した項目番号と川下へ伝達する項目番号が異なる場合は変換するとした。

１４）質量と単位の最適化
質量の単位がkg,g,mgであるため、極小数値はセル幅オーバとなる。計算結果または受取データを変更すること
無く、表示のみμg,ng,pgで表示可とした。μg,ng,pg で入力したデータは報告用AIS出力時mgに変換して伝達す
るとした。

１５）質量単位選択方法変更（製品、材質、物質）
質量と単位の最適化に伴い単位選択をダブルクリックからプルダウンに変更した。物質は含有率で計算し最適化す
るため選択なしとした。

１６）報告用データの作成ツールバージョンチェック（報告用読込みのみ）
・データ作成側の作成ツールと受取側の作成ツールのバージョンが異なる時は読取り時メッセージを表示または
赤または青塗潰しで表示するとした。

赤は提供側のツールが旧の時点灯する。青は受取側のツールが旧の時点灯する。

旧バージョンを読んだときは、提供者へツールのバージョンアップを促すメッセージを出す。

新バージョンを読んだときは、自身のツールのバージョンアップを促すメッセージを出す。

・メッセージは次回表示有無の選択あり。
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ （４）変更の要点

１７）Execlのバージョンによってxmlデータ形式の番号が異なる
Execl2003   読込=5(XMLファイル)  書込=2(XMLスプレッドシード) バージョン=11.0

Execl2007   読込=5(XMLデータ)  書込=5(XMLデータ) バージョン=12.0

であるため、Execl2007で書込時常に再選択が必要であった。バージョンによって上記番号を初期設定し、読込時
または書込時に選択不要とした。変更した場合はその番号を記憶するとした。

１８）シリーズ品情報
・報告用AISの依頼者型番は提供者型番が記入ありの時変更可となっているが、記入なしの時はブランクを可とした。

・「依頼による回答作成」の時、報告用AISが存在し報告用AISを作成した時はシリーズ品情報から削除するとしてい
たが”済”と表示し削除しないとした。次回処理時、”済”は処理しない。再処理する時はブランクにして実行すること
が出来る。

１９）管理用と報告用の読込フォルダの選択

通常は記入用と報告用フォルダは同じフォルダを指しているが、分離も可能である。分離した場合の読込みは一方
のフォルダのみ指すことになる。記入用、報告用を交互に読み込む場合、常にフォルダ選択が必要になる。保管オ
プションの報告用保管と記入用保管を利用して切り替えるとした。

報告用保管 記入用保管 =    報告用フォルダ

報告用保管 レ 記入用保管 =    記入用フォルダ

レ 報告用保管 記入用保管 =    報告用フォルダ

レ 報告用保管 レ 記入用保管 =    記入用フォルダ
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ （５）変更の要点

２０）報告用変更
川上から受けたAISに不具合があり再提出依頼していては川下の要求に間に合わない時使用する。変更したAISは
原本とは別名を付けて保管する。（Changeを付加する）

変更可能項目

材質質量、含有率、JIG備考、物質名、提供者会社ID、依頼者会社ID、階層名、部品名、材質名

２１）報告用変更読込
報告用変更読込ボタン追加、報告用AISを記入用として読込む、自由に変更可とする。保管時は記入用、報告用共
ファイル名に” Change”を付加する。

２２）中抜きから積上げ変更
保管共通オプションで中抜きから積上げに変更して保管することがとできる。ただし三階層以上は三階層に集約
される。

２３）ダブルクリックをボタン化

#P_check、#P-file-Cselectionsをボタン化した。

２４）範囲指定のコピー及び削除の解禁
範囲指定のコピーと削除は変更不可項目の検出方法が見当たらないため不可としていた。
検出方法が判明したので可とした。

２５）物質集計選択子追加
すべての物質（CASnoブランクはxxxとして）を集計するか、法令対象物質のみ集計するか選択可能とした。
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１－４．ＡＩＳ作成支援ツールバージョンアップ （６）変更の要点

２６）依頼情報交換の正規化
・依頼者はシート種別に「依頼情報作成」を追加した。「依頼情報作成」を選択してシリーズ品情報に依頼者品番と提
供者品番（不明であれば不要）をセットして保管する。報告用（REQT_xxx）ファイルが作成されこのファイルを提供者
へ渡す。

・提供者は報告用（REQT_xxx）ファイルを「依頼情報読込」ボタンで読込み（管理用として読込む）、 「依頼に対する回
答作成」で保管する。依頼情報付の報告用データ作成と残管理を行うことができる。

２７）関連ファイル名の変更
・AIS作成支援ツール（AISLS-Tool_xxx） から（jAISTS-Tool_xxx） に変更。

・物質リスト（AISBL-List_xxx） から（jAIS#L-List_xxx） に変更。旧ファイルは使用不可

・項目テーブル（AISTB-Table_xxx） から（jAIS#B-Table_xxx） に変更。旧ファイルは使用不可

・#P番（AIS#P-List_xxx） から（jAIS#P-List_xxx） に変更。旧ファイルは使用不可

２８）本体とデータ部分離
AIS作成支援ツールと物質リスト、項目テーブル、#P番検索関係で物質リスト、項目テーブル、#P番側のロジックが
変更にかると新バージョンが発行されデータの入れ替え作業が発生する。

・物質リスト（jAIS#L-List_xxx）のロジックはAIS作成支援ツールへ移動しデータのみとした。

・項目テーブル（jAIS#B-Table_xxx） のロジックはAIS作成支援ツールへ移動しデータのみとした。

・#P番（jAIS#P-List_xxx） のロジックはAIS作成支援ツールへ移動しデータのみとした。

・スタイルシート（jAISST-sheet_xxx）はロジックそのままでデータを（jAIS#T-Data_xxx）へ移動

２９）Excel2007検証

Ver6.4公開時点で、動作することを確認済。
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２. 今後の運用と予定 （１）

・標準化対象

-環境辞書標準

-ＪＡＭＰ／ＡＩＳツール

-ＪＡＭＡシート

-物質リスト（ＳＶＨＣリスト）

２．１ AIS作成支援ツールの維持管理について

・２００９年１２月末に公開するⅤ６．４以降はＪＥＩＴＡオプション
機能の追加開発は凍結します。

・支援ツールの仕様及びソースは、機能の充実と普及促進の
ため事業展開を目指すベンダーなどに公開する事を検討して
おります。
（ＪＥＩＴＡ／ＥＣセンター会員企業からの要望は、

委員会で討議し、年一回見直しを検討します。）
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改訂項目 改訂要因 11月

ツール変更 不具合修正

仕様変更 JAMP調整事項・実験結果要望

ＪＡＭＡ変換ツール連携 JAMAフォーマット変換組込み

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ

変
換
ツ
ー

ル

変換ツール開発 ＪＡＭＡフォーマット変換

取扱説明書 言語対応（英・中）

操作説明書 言語対応（英・中）

導入説明書 言語対応（英・中）

エラーメッセージ説明書 実証実験結果要望

辞書改訂 ＪＧＰＳＳＩ／Ⅴ４．０

メッセージ辞書 エージェントメッセージの辞
書化

4月

Ａ
Ｉ
Ｓ
作
成

支
援
ツ
ー

ル

ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク

シ
ス
テ
ム

標
準

2月 3月2010/1月12月

日、中、英語
版V7.0
リリース

日本語版
V6.4ﾘﾘｰｽ

日本語版
Ⅴ.6.4リリース

英・中国語版
Ⅴ.6.4リリース

英語・中国語版
V6.4リリース

２. 今後の運用と予定 （２）
２．２ 今後の予定
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２. 今後の運用と予定 （３）

２．３ AIS作成支援ツールのダウンロード状況

・ダウンロード・アクセス件数 ：５６０件
・ダウンロード人数 ：４３３名
・ダウンロード社数 ：３３６社

２００９年１１月１７日現在
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• ご清聴ありがとうございました
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